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生徒会長からのメッセージ

　

こ
の
度
の
震
災
に
よ
り
、
新
入
生

の
制
服
が
揃
う
ま
で
１
カ
月
以
上
か

か
り
ま
し
た
が
、
新
制
服
導
入
か
ら

３
年
目
を
迎
え
た
今
年
度
、
全
学
年

が
同
じ
制
服
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
徒
会
で
は
、
春
と
秋
２
回
の
球

技
大
会
や
、
３
年
に
一
度
の
鵬
翼

祭
な
ど
の
行
事
を
運
営
し
て
い
ま

す
。
球
技
大
会
で
ク
ラ
ス
の
仲
間

と
協
力
し
合
っ
た
り
、
鵬
翼
祭
で

ク
ラ
ス
や
学
年
の
枠
を
越
え
、
学

校
全
体
や
地
域
の
方
々
と
行
事

を
作
っ
た
り
、
行
事
を
通
じ
て
さ

ま
ざ
ま
な
経
験
が
で
き
る
の
は
、

高
校
生
活
な
ら
で
は
だ
と
思
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
船
引
高
校
で
自

分
の
進
路
実
現
を
目
指
し
な
が
ら

充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
り
ま
し

ょ
う
。

生徒会長
　３年ビジネスクラス
　根本 樹菜さん
（三春中出身）
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折れない心で　勇気をもって前進
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　はじめに、東日本大震災により
亡くなられた方のご冥福をお祈り
申し上げますとともに、被災され
ました多くの方々に心よりお見舞
い申し上げます。
  本校も、直接・間接を問わず震災
により様々な影響を受けました。
県から要請を受け避難所として本
校の体育館、生徒会館を開放いた
しました。
　当初は受け入れ態勢が整わず対
応に苦慮しましたが、皆様方の献
身的な御支援により避難所として
の機能を維持することができまし
た。学校は地域に支えられている
ことを再認識するとともに、改め
てこの場をお借りし感謝申し上げ
ます。被災されました皆様の一刻
も早い日常生活への復帰をお祈り
申し上げます。

　ところで、言葉を失う程の絶望
的な環境の中でさえ、明日への希
望を見出すべく多くの被災された
人々が立ち上がっている姿があり
ます。この姿に触れたとき、地域
に貢献できる若い人材を育成する
こと、すなわち条件が許す限り本
校の教育活動を早急に再開するこ
とが、復興へ繋がる道であるとの
思いを強くいたしました。
　本校は「学びの場」であり、「社
会に出るための訓練の場」である
をモットーに、恵まれた教育環境
の中で、地域に根ざした信頼され
る学びの場として日々前進してい
る学校です。本校の大きな特色の
一つとしてデュアルシステムがあ
ります。多くの企業等の御協力を
得て企業実習を取り入れた独自の
学習システムです。

さらに、
早期のガ
イダンス
実施、進
路指導の充
実を図るた
め諸計画の見直
しなど、創意工夫
を生かした取り組みの充
実に努めています。
　今年度、本校の新たな歴史のペー
ジを作り上げるためには、前途に
様々な困難が予想されます。大切
なことは、「折れない心」で最後ま
で粘り強く物事に対処することだ
と考えます。教職員一同、地域社
会に貢献できる有意な人材育成に
努めますので、本校教育活動に対
する一層の御理解と御協力を賜り
ますようお願い申し上げます。

7 月 27 日（水）に体験入学を行う予定です。今年も多数の参加をお待ちしています。

茶道部の紹介のようす

　

４
月
14
日
に
運
動
部
、
文
化
部
あ

わ
せ
て
18
の
部
活
動
が
そ
れ
ぞ
れ
趣

向
を
こ
ら
し
て
部
活
動
を
紹
介
。

　

今
年
度
も
た
く
さ
ん
の
一
年
生
が

加
入
し
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

５
月
６
日
に
平
成
23
年
度
生
徒

総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。そ
の
後
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
地
区
予
選
出
場
選

手
の
壮
行
会
が
行
わ
れ
、
各
部
の

代
表
が
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
生
徒
会
長
の

根
本
樹
菜
さ
ん
が
「
３
年
生
に

と
っ
て
は
最

後
の
大
会
で

す
。

　

日
ご
ろ
の

成
果
を
十
分

に
発
揮
し
て

き
て
く
だ
さ

い
。」
と
激
励

の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。

田
村

・
ひ
と

・
さ
と

・
ゆ
め

06

た
む
ら 

ほ
っ
と
ニ
ュ
ー
ス

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

鎌
田
末
男
さ
ん
、
面
川
ハ
ル
ミ
さ
ん
に
百
歳
賀
寿
贈
呈

▲賀寿を受け取る鎌田末男さん

▼
鎌
田
末
男
さ
ん

　

３
月
12
日
に
満
百
歳
を
迎
え
ら

れ
た
鎌
田
末
男
さ
ん
（
船
引
町
上

移
）。

　

冨
塚
市
長
か
ら
県
知
事
賀
寿
と

記
念
品
が
伝
達
さ
れ
、
市
の
賀
寿

と
祝
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
、
船
引
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
か
ら
賀
寿
と
祝
金
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
末
男
さ
ん
の
長
生
き
の
秘

訣
は
「
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

一
日
一
日
を
楽
し
く
暮
ら
す
こ
と
」

だ
そ
う
で
す
。

▼
面
川
ハ
ル
ミ
さ
ん

　

４
月
10
日
に
満
百
歳
を
迎
え
ら

れ
た
面
川
ハ
ル
ミ
さ
ん
。
ケ
ア
ハ

ウ
ス
ふ
ね
ひ
き
福
寿
荘
で
、
冨
塚

市
長
か
ら
県
知
事
賀
寿
と
記
念
品

が
伝
達
さ
れ
、
市
の
賀
寿
と
祝
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
、
船
引
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
か
ら
賀
寿
と
祝
金
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。
ハ
ル
ミ
さ
ん
の
長
生
き

の
秘
訣
は
「
好
き
嫌
い
な
く
何
で
も

食
べ
る
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。

▲賀寿を受け取る面川ハルミさん

沢
憲
一
▽
第
３
…
松
本
正
作
▽
第

４
…
今
泉
信
行
▽
第
５
…
渡
辺
博

光
▽
第
６
…
吉
田
勝
男
▽
第
７
…

遠
藤
富
壽
▽
第
８
…
吉
田
修
一
▽

第
９
…
坪
井
和
博
▽
第
10
…
宗
像

勝
男
▽
第
11
…
坪
井
都
一
▽
第
12

…
門
馬
正
光

【
常
葉
地
域
】

▽
山
田
作
…
吉
田
繁
▽
常
葉
１
…

村
上
英
治
▽
常
葉
２
…
菅
野
守
雄

▽
石
蒔
田
…
…
浦
山
増
雄
▽
西
向

…
石
井
徹
男
▽
鹿
山
…
石
井
和
博

▽
久
保
…
遠
藤
久
▽
新
田
作
…
本

田
初
男
▽
関
本
…
佐
藤
厚
▽
小
檜

山
…
本
田
敏
雄
▽
早
稲
川
…
坪
井

政
幸
▽
堀
田
…
橋
本
昭
治
▽
黒
川

…
渡
辺
義
一
▽
田
代
…
本
田
み
ち

子
▽
山
根
…
樽
井
裕
昭

【
船
引
地
域
】

▽
今
泉
…
相
馬
弘
▽
小
沢
…
和

田
恒
夫
▽
板
橋
…
柳
沼
實
▽
上

町
…
遠
藤
勝
利
▽
中
町
…
渡
辺

治
▽
大
町
…
遠
藤
文
昭
▽
栄
町

…
星
達
夫
▽
北
…
相
良
昭
一
▽

下
里
…
佐
藤
輝
男
▽
春
山
一
…

【
滝
根
地
域
】

▽
石
神
…
白
土
謙
一
▽
原
屋
敷
…

郡
司
宗
正
▽
菅
谷
駅
前
…
郡
司

一
四
▽
入
水
…
野
木
利
正
▽
畑
中

…
今
泉
一
郎
▽
江
川
…
佐
藤
貴
夫

▽
糠
塚
…
佐
藤
長
▽
神
俣
町
…
青

木
邦
友
▽
関
場
…
秋
元
静
雄
▽
梵

天
川
…
橋
本
寅
男
▽
中
広
土
…
渡

辺
勝
▽
和
貢
…
神
俣
宗
延
▽
大
平

…
渡
辺
幸
一
▽
入
新
田
一
…
蒲
生

善
一
▽
入
新
田
二
…
蒲
生
敏
雄
▽

上
郷
…
横
田
昌
二
▽
中
郷
…
吉
田

澄
雄
▽
作
組
…
白
土
哲
二
▽
広
瀬

町
…
熊
谷
仁
孝
▽
下
組
…
草
野
英

一【
大
越
地
域
】

▽
三
洞
…
佐
久
間
勇
▽
白
山
…
会

田
孝
明
▽
中
部
…
白
石
幸
一
▽
町

郷
…
菅
野
輝
夫
▽
上
北
部
…
石
井

清
吉
▽
南
部
…
石
井
昭
三
▽
西
部

…
遠
藤
信
一
▽
東
部
…
岡
田
建
一

▽
牧
野
…
吉
田
次
男
▽
栗
出
…
今

泉
栄
作
▽
早
稲
川
…
坪
井
利
一

【
都
路
地
域
】

▽
第
１
…
渡
辺
武
弘
▽
第
２
…
岩

井
堀
正
一
▽
春
山
二
…
渡
邉
正

永
▽
文
珠
…
大
河
原
良
枝
▽
石

森
…
佐
久
間
俊
一
▽
鹿
又
一
…

鹿
又
善
一
▽
鹿
又
二
…
八
島
一

廣
▽
鹿
又
三
…
鈴
木
寅
喜
▽
長

外
路
…
志
田
勝
利
▽
門
鹿
…
佐

藤
壽
勝
▽
大
倉
…
三
輪
修
治
▽

新
舘
…
佐
藤
明
雄
▽
石
沢
…
石

川
喜
秀
▽
上
移
…
渡
邉
博
文
▽

北
移
…
渡
邉
孝
行
▽
南
移
…
矢

内
顕
一
郎
▽
中
山
…
松
本
清
一

▽
横
道
…
渡
邉
隆
▽
芦
沢
東
…

大
和
田
賢
一
▽
芦
沢
西
…
柳
沼

金
芳
▽
芦
沢
南
…
柳
沼
桂
太
郎

▽
芦
沢
北
…
橋
本
友
晴
▽
芦
沢

中
…
橋
本
市
太
郎
▽
上
郷
…
宗

像
幹
一
郎
▽
下
郷
…
富
塚
光
夫

▽
椚
山
…
大
和
田
秀
雄
▽
永
谷

…
橋
本
正
人
▽
遠
山
沢
…
矢
吹

良
一
▽
本
郷
…
吉
田
正
一
▽
井

堀
…
橋
本
幸
吉
▽
上
…
桑
原
武

▽
大
堀
…
佐
藤
利
男
▽
要
田
…

渡
邉
幸
雄
▽
笹
山
…
佐
藤
孝
義

▽
荒
和
田
…
渡
邉
一
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
架
け
橋
に

新
し
い
行
政
区
長
さ
ん
、
お
世
話
に
な
り
ま
す
。


